
式による説明－⑥式の計算ＮＯ１４Ｄ

２，４，６の和は１２で，６の倍数になる。このように，３つの続いた偶数の和は６の倍数に

なります。このわけを，文字を使って説明しなさい。

(例) ８＋１０＋１２＝３０(６×５) １４＋１６＋１８＝４８(６×８)

説明の解説

＝

６×整数＝６の倍数

ｎを整数とすると，偶数は２ｎと表せる。３つの

続いた偶数は，２ずつ大きくなっているので

中央の偶数を２ｎとすると

ｎは整数だから，６ｎは６の倍数である。

したがって，３つの続いた偶数の和は

６の倍数

２ｎ－２， ２ｎ， ２ｎ＋２

と表される。したがって，それらの和は

(２ｎ－２)＋２ｎ＋(２ｎ＋２)

２ｎ－２＋２ｎ＋２ｎ＋２

＝ ６ｎ

３つの続いた偶数の表し方

２， ４， ６

２ｎ－２， ２ｎ， ２ｎ＋２

覚える説明

＝

ｎを整数とすると，偶数は２ｎと表せる。３つの

続いた偶数は，２ずつ大きくなっているので

中央の偶数を２ｎとすると

ｎは整数だから，６ｎは６の倍数である。

したがって，３つの続いた偶数の和は

６の倍数

２ｎ－２， ２ｎ， ２ｎ＋２

と表される。したがって，それらの和は

(２ｎ－２)＋２ｎ＋(２ｎ＋２)

２ｎ－２＋２ｎ＋２ｎ＋２

＝ ６ｎ

２， ４， ６

２ｎ， ２ｎ＋２， ２ｎ＋４

＋２－２ ＋２ ＋２

2 4 6

２， ４， 12， 24， 36， 48 …

１， ３， 11， 23， 37，
2n－1 または 2n＋12n

偶数(２の倍数)の表し方 2n＝

2n 2n 2n 2n 2n

奇数(偶数から１を引いた数)の表し方
奇数(偶数に１を加えた数)の表し方

＝

2n－1

2n＋1

2n－1

2n＋1

2n－1

2n＋1

2n－1

2n＋1

2n－1

2n＋1

×1 ×2 ×6 ×12 ×18 ×24

×1 ×2 ×6 ×12 ×19

×0 ×1 ×5 ×11 ×18


